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1　エクイティはなぜ重要か
近年，D&I（ダイバーシティ＆インクルージョ

ン）からDE&I（ダイバーシティ・エクイティ＆
インクルージョン）推進へと大きく前進する企業
が増えてきた。ダイバーシティはイノベーション
や新しい価値を生み出すために不可欠な要素であ
り競争力の源泉だが，多様な人がいるだけでは不
十分だ。組織には性別や年齢，国籍といった属性
の違いがあるだけでなく育児や介護，治療中，障
がい等様々な制約の下に働く人もいる。一人ひと
り立場や状況が異なるのに，全員に差がないかの
ようにまったく同じに扱うとどうなるか。その状
況に適応するために人一倍の努力を強いられ疲弊
したり，疎外感を深めたり諦めや無力感を感じる
人もいるだろう。

エクイティ（公平）とは，それぞれの差異を認
め，偏りがあることを理解し，その違いに配慮し
ツールやリソースを用意したり，制度や仕組みを
整えることで，機会の平等だけでなく結果の平等
を目指して，その人ら
しく力を発揮できる状
態を作り出すことをい
う。公平な関わりをす
ると，一人ひとりが尊
重されていると感じる
ことができ，その人な
りに力を発揮できるよ
うになる。各々の価値
が尊重され自分らしく
貢献している状態（イ
ンクルージョン）こそ
が望む成果を生み出す
のであり，それを実現
する手立てが「エクイ

ティ」だ。実際，完全に公平な状態を作り出すこ
とは困難だが，まずは組織の中にある様々な不公
平や不均衡な状態に気づき，それを取り除くため
にどうすればよいかを考えることが重要だ。

2　マジョリティの特権を自覚する
エクイティに無自覚だとどうなるか。例えば，

終業間際に会議や打ち合わせを設定し，育児・介
護中など時間制約のある人が参加できないことが
ある。また，生理痛や無月経など女性特有の健康
課題について周囲に話せない人に，「大げさだ」
とか「つらいなら言えばいいのに」と心ない言葉
を発する人もいる。自分がマジョリティ側にいて
優位性や特権をもっているという自覚がないと，
不便を感じたり悩んだりしている人への想像力や
理解が不足する。「特別扱いをしていいのか」と
か「努力が足りないのでは」「自分は頑張って乗
り越えた」などと，エクイティを実践または配慮
することに懐疑的になったり不満を持つこともあ
る。マジョリティとは多数派というだけでなく圧
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図１　マジョリティの優位性（特権）に気づく
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倒的な優位性を持つ人達をいうが，自分たちに
とっては当たり前で不都合を感じないため，問題
を抱える人がいることに気づけないのだ。

上智大学 出口真紀子教授は，「特権は（幾重に
も重なる）自動ドアのようなもの」だという

（図1）。マジョリティの側にいると，労せずドア
が開くため，自分たちに有利に働く仕組みや構造

（自動開閉）になっていると気づかず，日常生活
の中で不便さや問題を感じることはほとんどな
い。そして，ドアを開けるのに時間や労力を要
し，ドアが閉じられたまま先に進めない人がいる
ことを想像すらしていない。どんどん先に進める
人達は，何重にも重なる自動ドアがマイノリティ
の行く手を阻んでいることに気づけないのだ。私
たちの職場に，マイノリティにとって不便や不自
由さを生み出すような構造や仕組みの偏りはない
か。自分たちの優位性に気づくことが，公平を考
える第一歩である。

3　エクイティを実践する
自分たちの持つ優位性や特権を自覚し，エクイ

ティを意識した取り組みをすることで，受容され
ていることの安心感や信頼感が生まれるようにな
る。

エクイティの実践には3つのステップを踏むと
よい（表1）。

ステップ1は，知る・理解すること。
個々の違いに気づき，自分が優位な立場にある

かもしれない，ということにアンテナを立ててみ
ると，不便や不自由を感じている人に気づきやす

表1　エクイティ実践の3ステップ

ステップ1　
知る・理解する

・�エクイティについて理解を深める
・�困っている人・不便を感じている人が

いることを知る
・自分の持つ特権や優位性を知る

ステップ2　
想像する・
共感する

・�自分の持つアンコンシャス・バイアス
に意識的になり思い込みや先入観を排
除する

・相手の話をしっかり聴く
・相手の立場を想像し共感する

ステップ3　
言動を変え行動
する

・ポジティブなメッセージを伝える
・�相手の立場に寄り添って自分のできる

ことを実践する
・�自分の特権を手放したり，社会を変え

たりするために活用する

くなる。
ステップ2は，想像する・共感すること。
相手の立場を実際に体験したり想像すると，自

分の見ている世界が広がり，その違いがどんな影
響を与えているかを理解し共感することができる
ようになる。

ステップ3は，言動を変え行動すること。
エクイティを意識して言葉や態度を選ぶこと

で，個々の違いに沿った適切なサポートができる
ようになる。

具体的にどのようなことをすればよいか。エク
イティの実践は，身近な小さなことから始めよ
う。

例えば，イベントなどで食事を提供する際に制
約のある人がいることを理解しそれに合わせた食
事を用意する。外国人や障がい者がいることを考
え，誰もが分かりやすい平易な言葉を使うように
する。会議にオンライン参加するメンバーに配慮
し，意識的に声を掛けるようにするなど，できる
ことはたくさんある。

一人ひとりが組織の一員として受け入れられ，
活かされる状態を作り出すには，「エクイティ」
の視点を持ち，それぞれの状況に応じたツールや
リソース等のサポート・機会を整えることが重要
だ。エクイティを目指し，一人ひとりがインエク
イティ（不公平）をなくす取り組みを加速してほ
しい。
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